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右岸高水敷造成箇所で実施する高水敷保護工について、お知らせします。

可動堰付近の高水敷は大きな洪水の時に流水により

掘られてしまう恐れがあるため、右岸の高水敷造成箇

所では、12月から高水敷を保護するための覆土ブロッ

ク設置工事を実施します。使用するブロックは、１個

の大きさが約２平方メートルで、重さは約730kgです。

全体の設置面積は、約6万1千平方メートルで、設置後

はブロックの上に土砂で覆土することとしています。

このブロックを設置することで、可動堰や右岸の堤防

を守ります。

工事担当者からのご挨拶工事担当者からのご挨拶

●大河津可動堰改築右岸高水敷保護工その１工事

越後交通工業（株） 現場代理人 新保 俊夫

本工事は、右岸高水敷に盛土をしてブロックにて護岸を保護する工事です。

工事期間中は、ダンプトラック・資材搬入車両の通行等で周辺地域の皆様にはご迷惑を

お掛け致しますが、作業所一同、無事故で完工できるように【安全第一】で取り組んで行

きますのでご理解とご協力の程をお願い致します。

●大河津可動堰改築右岸高水敷保護工その２工事 （株）福田組 現場代理人 山勢 武人

●大河津可動堰改築右岸高水敷保護工その３工事 （株）曙建設 現場代理人 青栁 樹

この度、新可動堰改築工事に伴う右岸高水敷保護工事を施工させて頂きます株式会社曙

建設です。

今回施工する工事は、可動堰改築に伴い埋立てられた高水敷天端部分を保護する目的と

した工事であります。この工事では、土砂運搬・資材搬入作業を含め多くの工事車両が公

道を通行することになる事から、一般の方々を最優先とし施工するとともに誠実そして熱

意を持って工事に取り組んでまいりますので、地域の皆様のご理解とご協力を賜りますよ

う宜しくお願い致します。

学生時代に現場見学で伺ったことのある、歴史的にも土木構造物としても重要な大河津可

動堰の改築事業に携わらせていただくこととなり、身の引き締まる思いです。

本工事では、大河津分水路の新可動堰右岸高水敷を造成し保護ブロックを施工致します。

土砂運搬のためのダンプトラックや保護ブロック運搬車両の運行が多く発生することから、

一般歩行者・車両の安全確保と環境への配慮を徹底し工事の施工を致します。ご理解とご協

力を賜りますよう、宜しくお願い致します。

右岸高水敷で高水敷保護のための
ブロック設置工事を実施します



信濃川河川事務所

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/

信濃川大河津資料館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/ohkouzu/index.html

大河津可動堰情報館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/kadouzeki/

工事や河川に関することはなんでも大河津出張所へ Tel 0256-97-2121（建設監督官在所）

大河津出張所 ：大河津分水全般に関する工事監督・維持管理等

建設監督官（可動堰改築担当）：大河津可動堰改築事業に関する工事監督等

『可動堰なんでも電話』を開設し、みなさんからのご意見・ご質問などをお待ちしております。
０２５８－３２－３１３４ （平日 ＡＭ９：００～ＰＭ４：００）

大河津可動堰情報館ホームページから、毎月１日には可動堰回覧板の最新号をご覧頂けます。また、
バックナンバーも合わせてご覧頂けます。アドレスは「http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/kadouzeki/」です。

大河津可動堰見学会を行いました

11月17日（日）に大河津可動堰見学会を開催しました。当日は天候にも恵まれ、約900人もの方々にお越し

いただきました。

今年度の見学会では、管理

橋が概ね完成したことから、

初めて右岸管理橋から可動

堰のゲートまでを一般開放

しました。現地では実際に

調節ゲートの運転を行って、

可動堰の仕事ぶりをご覧い

ただきました。

旧可動堰周辺も開放し、

80年間越後平野を守り続

けてきた旧可動堰に触れ、

その歴史を感じていただき

ました。

また、河川敷では大河津可

動堰改築事業の工事受注業

者で構成される工事連絡会

等の協力により、建設機械

の試乗会や「ラジコンブル

ドーザーでお菓子キャッ

チ」、「測量距離当てゲー

ム」などが開催され、お子

様を中心に大いににぎわい

ました。

多くの方々にご来場いただき、

ありがとうございました。


